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（１） 第219号 令和３年（2021年）10月１日発行お お の 社 協 だ よ り

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

大野市ボラ
ンティア活

動ネットワー
ク

広報・啓発
イベントを

実施します
！

　大野市ボランティア活動ネットワークは、市内で活動しているボランティアグループなど12団体
で組織し、情報交換会や研修会など様々な活動に取り組んでいます。
　今回、このボランティア活動の市民の皆さまへの広報・啓発活動として、ショッピングモール
Ｖｉｏのセンターコートで、ボランティアグループの紹介や体験会などを開催します。
　身近なボランティアについて、知っていただく良い機会です。ぜひ、お越しください。
　詳しいことは次ページをご覧ください。

どこで

ショッピングモールVio
センターコート

い　つ

10月９日㈯〜13日㈬

どんな

ボランティアグループの紹介や
体験など

市社協ホームページ▶

大野市
ボランティアセンター
マスコットキャラクター

ランティー



体　験　会

（２）第219号令和３年（2021年）10月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

点訳ボランティア てんてん
視覚障がいのある方へ情報の点訳や、
学校の点字体験などを行っています

話し相手ボランティア よつば
福祉施設を訪問し、話し相手をしてい
ます。現在は施設訪問ができないた
め、色紙に言葉などを添えて贈る活
動をしています

音訳ボランティア 麻那の会
視覚障がいのある方へ広報誌などを吹き
込んだカセットテープで伝えます

ボランティア連絡協議会
高齢者や障がい者の行事や社会参加
のお手伝いをしています

大野市赤十字奉仕団
災害時の炊き出しや街頭募金、献血
の推進などを行っています

絵手紙 ひよっこくらぶ
ひとり暮らし高齢者等配食サービス用
のカバー絵などを作成しています

手話サークル 名水
手話通訳や学校の手話体験などを行っ
ています

10

10

９

10

㈯

㈰

10月９日㈯～13日㈬
10：00～19：30（10月13日㈬は15：00まで）

＊精神保健福祉ボランティア はづき会　＊大野市婦人福祉協議会

＊大野市母子寡婦福祉連合会　＊ハンドマッサージ かがやき

パネル展示

上の体験会に参加するグループのほか、次の団体の活動を紹介しています。

大野市ボランティア活動ネットワーク広報・啓発イベント

点訳した名刺づくり体験 車いすの介助体験

10：30

〜

15：30

10：30

〜

15：30

音訳テープの視聴 絵手紙の色づけ体験

色紙づくり体験 風呂敷でリュックづくり体験
新聞紙でスリッパづくり体験

手話であいさつ体験



福祉サービスの苦情解決をお手伝い

（３） 第219号 令和３年（2021年）10月１日発行お お の 社 協 だ よ り

福井県運営適正化委員会（〒910-8516　福井県光陽２丁目3-22　福井県社会福祉協議会内）

相談時間　月曜日〜金曜日　午前９時〜午後５時（祝日・年末年始は除きます。）

電話0776−24−2347　／　Fax0776−24−8942
E-mail　kujyo@f-syakyo.or.jp

事業所に直接話しにくい場合や、事業所との話し合いで解決できなかった場合など
お気軽にご相談ください。秘密は必ず守ります（匿名でもかまいません）。

ボランティアセンターより
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　大野市ボランティアセンターでは、「ボラン
ティアがしたい」「ボランティアがほしい」と
いった相談を、個人から団体まで、幅広く受
け付けています。企業や団体向け福祉体験（車
いす体験・手話体験など）も受け付けています。

　ボランティアに興味のある方は、大野市ボ
ランティアセンターへお気軽にお問い合わせ
ください。

　大野有終会館（結とぴあ）本館２階
の南側にあり、平日の午前９時から午
後５時まで開所しています。
　午前中はボランティア、午後は職員
が常駐しています。

ボランティア大募
集！ 〇ボランティアセンターは

　どこにあるの？

〇お問い合わせ先
　大野市ボランティアセンター
　　電話　６５―８７７３

大野市 ボランティア紹介 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

       

  

                                                                                                   

大野市ボランティアセンター 

マスコットキャラクター 

                                                                                                        大野市ランティー  

 

 

 

大野市社会福祉協議会  ボランティアセンター 

　大野市ボランティア
センターは、大野市の
ボランティアの広報を
目的として大野市ボラ
ンティア紹介冊子を作
成しました。
　Ａ４版８ページの冊
子は、ボランティアの
説明や活動内容、大野
市内のボランティア団
体の紹介などを掲載し
ています。
　この冊子は、各公民
館などで配布している
ほか、社協ホームペー
ジでも閲覧できます。

詳しくはこちら▶

ボランティア紹介冊子を
作成しました
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　今年も10月１日から全国一斉に「共同募金運動」が始まりました。
　共同募金運動は社会福祉法に基づいて実施されるわが国で唯一の国民総参加をめざす募金運動で、
いつも多くの皆さまのご協力のもとに進められています。
　しかし、昨年度から続く新型コロナウイルス感染症の影響で、これまで進めてきた活動は、その
内容の見直しを余儀なくされ、場合によっては中止や縮小せざるを得ない状況が続いています。そ
の反面、こうした状況は、地域の方々の“つながり”の大切さを改めて私たちに教えてくれること
となり、それを途切れさせないよう創意工夫して活動している団体や、支援を必要としている人々
への支援活動のため、皆さまの温かいご支援をお願いします。

　 　共同募金はどのように集めるの？
【戸別募金】区長さんを通じて市内全世帯の皆さんに募金をお願いします。
【学校募金】市内の小・中学校で募金をお願いします。
【法人募金】各事業所・会社などに１口1,000円以上の募金をお願いします。
【イベント募金】各種イベント会場で募金をお願いします。
【募金箱募金】大野市社会福祉協議会の窓口などに募金箱を設置して募金をお願いします。
【職域募金】官公庁や各事業所、会社などの職域に募金をお願いします。
【街頭募金】各協力団体が量販店やスーパーマーケット前などで募金を行います。

　 　共同募金の使い道は？
　昨年も温かい善意により多くの募金が寄せられ、その善意は福井県共同募金会に集約された後、
民間の福祉活動に配分されます。　
　この配分金は大野市社会福祉協議会にも行われ、地域福祉事業に
有効に使われています。

【福祉教育推進助成事業】 市内小中学校（14校）の福祉教育活動を助成
【障害者ふれあい交流事業】在宅障害児（者）ふれあい広場の開催
【総合相談事業】心配ごと相談、法律相談の実施
【広報活動事業】社協だよりの発行（年４回）
【元気なおおのっ子応援事業】おおのっ子の放課後などの活動を支援
【福祉活動団体運営助成事業】福祉団体等の運営助成
【赤い羽根まちづくり福祉活動助成事業】地域をよくするまちづくり福祉活動を行う団体へ助成
【赤い羽根地域福祉活動活性化助成事業】住民による福祉のまちづくりを行う地域福祉活動団体へ助成

歳末たすけあい募金運動も始まります
　12月１日から31日までは、「歳末たすけあい募金運動」も始ま
ります。お寄せいただいた募金は、大野市内の地域福祉活動に活
用させていただきます。詳しくは次ページをご覧ください。
〈お願い〉
　今年の募金活動や配分金事業において、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、一部実施方法や内容が変更になることが
あります。ご了承ください。

「助け合い」「支え合い」
～ つながり ～

☆令和３年度目標額☆

大野市
　共同募金委員会
　　7,012,000円
福井県全体
　147,059,000円

地域の福祉　みんなで参加
　～赤い羽根共同募金にご協力ください～

まちづくり福祉活動助成事業「上庄食堂」

地域福祉活動活性化助成事業
「阪谷地区社協世代間交流」



（５） 第219号 令和３年（2021年）10月１日発行お お の 社 協 だ よ り

歳末たすけあい募金事業

 ● ひとり親家庭支援事業
　親子クリスマスケーキづくり

 ● 児童遊具修繕助成事業
　児童遊具の修繕にかかる経費の１／２を助成

（上限３万円）

 ● 在宅障がい者介護用品支給事業
　在宅の障がい者に対し、オムツ購入費の１／
２を助成（上限９０枚）

 ● 共同募金啓発事業
　社協だよりの発行（年４回）

0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

皆さまからいただいた募金は、地域を良くするための活動の貴重な財源となっています。
その募金を活用した令和３年度に実施予定の事業をご紹介します。

 ● 生きがいづくり奨励事業
　各地区の老人クラブに活動費を助成

　交通安全マスコットを手作りし、
交通安全協会へ贈呈（令和２年度 和泉地区）

大野市共同募金委員会運営委員会

　所属団体の役員交代などにより一部
役員が交代されたのでお知らせします。
　※が新役員（敬称略）

　「赤い羽根ご優待カード」は、社会福祉協議会窓口
または協賛店舗で1,000円以上募金した方にお渡し
しています。下記の協賛店舗で掲示すると、お得な
サービスが受けられ、何度でも使うことができます。

　　　　　（有効期限：令和４年９月３０日）
大野市の協賛店　【会長】

　※大谷　誠治
　【副会長】
　　澤本　和博
　※前田　廣子
　【運営委員】
　※篠島　一郎
　　大葭原義信
　　嶋田　博之
　※畑中六太郎
　※中村　弘之
　　小林　正一

役員一部変更について

　　竹田　　淳
　　長﨑　吉久
　　萩原　勢子
　　田中　眞次
　　黒田　裁博
　　岡﨑　忠男
　　三嶋　利昭
　　松田　信子
　　梅澤　伴子
　【監事】
　　林　　幹雄
　※福田洋一郎

自分の町を良くするしくみ
赤い羽根で優待カード

店　舗　名 特　　　　典
うおまさｃａｆｅ 1,000 円以上のご飲食で、食後のド

リンクサービス
手打ちうどん真邑 1,000 円以上のご飲食で、100 円引

き
麺屋ぜん 煮玉子１個サービス
ぶなの木 ランチ後の飲み物　100 円引き
㈱平成大野屋 
はいから茶屋

はいから茶屋にてお食事お召し上が
りの方にコーヒー 1 杯サービス

時計、宝石、
メガネのオオクラ

メガネ一式３割引

㈲マルダイ自工 エンジンオイル交換工賃無料
ミスタータイヤマン
ナカヤ

カーバッテリー　店頭価格より 20％
OFF エコシリーズタイヤ　メーカー
希望小売価格より　20％ OFF

パナデリア ５００円以上お買い上げで１０％引き
㈲宮本国文堂 主な商品１割引（一部除外品あり）
㈲亀寿堂 1,000 円以上のお買い上げで、 50 ｇ

の袋入りけんけら（270 円）を１個
進呈

㈲そば処　梅林 お食事をされた方に、ソフトドリン
ク 1 杯サービス

詳しくはこちら▶

　豪雨や台風、地震などで被災された方々
の支援のため、「義援金」へのご協力をお
願いいたします。

義援金を受付中

〇お問い合わせ先
　大野市天神町１−19　大野市共同募金委員会　電話 ６５―８７７３
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　令和３年度の福祉ふれあいまつりは、３月３１日発行のおおの社協だより
第２１７号で見合わせを案内していましたが、昨年来続く新型コロナウイル
ス感染拡大に鑑み、参加される市民の皆さんや関係者の方々の健康と安全を
第一に考え、中止といたします。

福祉ふれあいまつりは中止します

人件費支出
183,762,791

事務費支出
1,613,502

事業費支出
47,492,640

設備資金借入金
償還支出
2,496,000

ファイナンスリース債務の返済支出 589,400

助成金支出
3,959,817
貸付事業支出
135,000

その他の活動による支出
2,252,920

固定資産取得支出
231,000

積立資産支出
1,926,864

投資有価証券取得支出 30,000

支 出(B)
275,662,699

支払利息支出
81,049 拠点区分間

繰入金支出
31,091,716

会費収入　6,316,500

経営経費
補助金収入
26,684,795

受取利息
配当金収入
9,307

受託金収入
33,220,114

介護保険事業収入
126,455,578

負担金収入
498,320

寄付金収入
1,228,693

貸付事業収入
163,000
事業収入
1,972,300

その他の収入
1,389,094

収 入(A)
272,168,027

障害福祉
サービス等
事業収入
41,003,610

拠点区分間
繰入金収入
31,091,716

積立資産
取崩収入
2,135,000

（円）

６月22日の大野市社会福祉協議会の定時評議員会で、
令和２年度の事業報告及び収支決算が承認されました。
決算について概要をお知らせします。

令和２年度　決 算 報 告

※詳細につきましては大野市社会福祉協議会事務局（本所）で閲覧することができます。

収入(A)ー支出(B)＝当期資金収支差額△3,494,672円

（円）
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田　

太
郎　
　

山
品　

弘
子

石
倉　

賢
一　
　

梅
澤　

伴
子

広
瀬　

正
行　
　

谷
口　

敏
子

栗
下　

治
昭　
　

山
田
え
み
子

黒
田　

宗
雲　
　

齊
藤　

譲
一

三
嶋　

利
昭　
　

吉
田　

良
子

笹
嶋　

浩
子　
　

飯
田　

賢
治

西
田
與
司
男　
　

五
十
嵐
弘
泰

南
部　

眞
澄　
　

青
木　

知
代

奥
島　

美
晴　
　

一
乗　

玲
子

役
員
改
選
に
つ
い
て

役
　
　
員

評
　
議
　
員



（７） 第219号 令和３年（2021年）10月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　被災地域における市民の自立と生活支援のため、大野市・大野市社協・大野ライオンズクラブの三者が
相互に連携して取り組むことにより、災害福祉活動（福祉・ボランティア活動）を迅速かつ効果的に進め
ようとするところにあります。

　①災害福祉活動の支援に関する情報の提供
　②災害福祉活動に対する人的な支援
　③災害福祉活動に必要な資金や物品、資機材などの提供または貸与
　④災害ボランティアセンターが行う災害救援活動への支援
　⑤普段からの災害福祉活動に関する情報の収集・提供と普及・啓発

　①民間の力を活かした災害福祉活動の展開
　　ライオンズクラブが持っている国際規模のネットワークや機動力、資金調達力だけでなく、個々の会

員が持つ専門性や技術など、多様な資源を得られることが可能になり、的確な災害福祉活動の援助にな
ります。

　②災害ボランティアセンターの体制強化
　　発災直後に災害ボランティアセンターの拠点整備を行うとき、初動の設備や物品、資機材の確保につ

いて、調達力やそのノウハウの協力が得られます。
　③普段からの災害福祉活動の強化と市民意識の向上
　　普段から三者それぞれの立場を活かした災害福祉活動に対する訓練や研修を行い発災に備えるととも

に、市民への防災意識の普及・啓発活動に役立てることができます。

大野市・大野ライオンズクラブとの
災害福祉活動に関する相互連携協定

（写真左から）齊藤大野市社協会長　石山大野市長　藤堂大野ライオンズクラブ会長

　大野市社会福祉協議会は、８月３１日、結とぴあにおいて、大野市・大野ライオンズクラブと災害福祉
活動に関する相互連携協定の締結調印式を行い、石山志保大野市長、齊藤康文大野市社協会長、藤堂規行
大野ライオンズクラブ会長がそれぞれ協定書に署名しました。
　この協定は、ライオンズクラブが掲げる「災害時における他団体との地域連携の強化・推進」に基づく
提案により締結となったもので、被災された方々の早期の復旧と復興につなげようとするものです。

 ● 協定の目的は？

 ● 協定による相互連携や支援要請の内容は？

 ● この協定締結のメリットは？



（８）第219号令和３年（2021年）10月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

◆
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金
◆

【
５
月
17
日
～
８
月
20
日
受
付
分
】

嶋
田　

松
雄

１
０
０
，
０
０
０
円

大
葭
原　

勝
一

５
０
，
０
０
０
円

黒
田　

宗
雲３

０
，
０
０
０
円

か
み
つ
れ
の
会

１
０
，
０
０
０
円

ソ
シ
オ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

坂
下　

え
い
子２

，
０
０
０
円

匿
名　

５
０
０
，
０
０
０
円

匿
名　

１
０
０
，
０
０
０
円

◆
物
品
寄
付
◆

山
田　

喜
久
三　

　
　

拭
き
掃
除
用
洗
剤
３
本

竹
内　

俊
幸

　
　
　
　

タ
オ
ル
61
枚

吉
田　

衛
司

　
　
　
　
　

粉
石
け
ん
５
箱

山
形　

愛
子　

毛
糸
１
袋

中
川　

加
壽
子

　
　
　

折
り
た
た
み
傘
３
本

匿
名　

お
む
つ

匿
名　

壁
掛
時
計
１
個

◆
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
リ
ン
グ

プ
ル
・
古
切
手
◆

【
４
月
27
日
～
８
月
16
日
受
付
分
】

田
中　

亜
怜　

希
采

廣
瀬　

美
智
子

櫛
田
造
園

高
田　

澄
子

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
麻
那
の
会

月
美
町
老
人
会

佐
藤　

早
苗

新
鮮
館
こ
ぶ
し
通
り

辻　

洋
子

田
中　

み
ち
子

春
日
一
丁
目
上
区
つ
く
し
サ
ロ
ン

越
田　

和
子

美
里
町
長
生
会

大
野
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

青
木　

八
重
子

乾　

匡

居
酒
屋　

秀
吉

吉
田　

生
子

村
下　

修
一

宮
下　

多
津
子

㈱
鴻
池
組

大
野
市
市
民
生
活
・
統
計
課

大
野
市
税
務
課

ハ
ニ
ー
新
鮮
館
三
番
通
り

中
川　

加
壽
子

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
す
か
・
さ
や
か

嵐
谷
建
具
店

大
野
和
光
園
ひ
だ
ま
り

高
田　

育
代

花
房　

文
子

松
山　

恵
子

山
下　

真
理
子

絆
・
晴
・
遥

伊
藤　

義
幸

中
日
新
聞
・
日
刊
県
民
福
井

　
　
　
　
　
　

大
野
販
売
所

前
田
電
気
㈱

小
林　

と
み
子

高
橋　

恵
美
子

松
田　

つ
や
子

森
永　

智
子

福
井
新
聞
社　

大
野
支
社

味
の
王
様

上
庄
小
学
校
児
童
会

愛
来
屋

小
矢
戸
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

広
田　

英
子

後
藤　

宮
子

東
中
野
区

川
端　

輝
美

富
平　

邦
子

山
﨑　

ミ
ツ
エ

前
田　

巡
子

広
瀬
病
院

稲
田　

富
美
子

松
本　

夕
鉄

松
本　

安
二
郎

松
本　

源
次
郎

巣
守　

雅
彦

松
田　

貢

す
ず
ら
ん
の
会

芳
扇
会

松
原　

明
美

小
山
愛
育
会

室
谷　

勝
乃

好
扇
会

千
原　

よ
し
子

福
井
新
聞
大
野
中
央
店

宗
信　

や
ゑ
子

ス
タ
ン
ド
川

中
休
営
農
組
合

鈴
木　

信
子

高
尾　

健
一

㈱
マ
ル
カ
モ
ー
タ
ー
ス

㈲
ミ
ヤ
ツ
カ

上
松　

と
し
子

理
容
ナ
カ
モ
リ

森　

茂
子

安
川　

れ
い
子

乾
側
地
区　

女
性
の
会

寺
尾　

勤

伊
織
建
築
㈲

ア
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
大
野

高
橋　

照
二

林　

幹
介

林　

照
久

春
日
一
丁
目
上
区

木
林　

マ
サ
子

東
大
月
自
治
会

松
田　

愛
子

前
田　

久
伊

大
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

石
森　

豊
子

牧
野　

華
苗

南
部　

智
子

黒
野　

光
子

中
村　

重
夫

神
谷　

信
子

葛
葉　

磨
紀

村
上　

哉
翔

村
上　

愛
昊

村
上　

夢
晃

安
川　

幸
代

三
屋　

峰
子

中
津
川　

前
田
酒
店

中
津
川　

中
川　

和
子

グ
ル
ー
プ
ポ
テ
ッ
チ

　
　
　
　

中
川　

ユ
リ
コ

　
　
　
　

明
石　

ゆ
き
子

　
　
　
　

中
川　

八
重
子

岡　

澄
子

吉
田　

三
知
夫

石
本　

美
奈
子

中
村　

麗
子

高
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高
義

熊
谷
武
二
郎
税
理
士
事
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美
幸

岩
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ヒ
ロ
子

陽
明
町
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目
一
区

中
村　

利
子

笹
島　

唯
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笹
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希

塚
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凌

㈱
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ふ
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㈱
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斉
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翔
稀

斉
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亜
咲
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永
見　

典
子

幅
田　

浩
世

安
達　
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代
子

本
田　

和
子

サ
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と
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き
沢

牧
野　

美
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宮
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正
子

聖
和
園

円
和
寺

内
田　

文
子

Ｊ
Ａ
福
井
県

神
谷　

義
浩

長
谷
川　

翔
大

し
が
ら
み
最
勝
寺
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明
美

廣
瀬　

和
世

佐
々
木　

滋
夫

帰
山　

政
幸

廣
作　

知
優

廣
作　

思
龍

廣
作　

優
妃

宮
山　

悦
子

加
藤　

智
恵

池
田　

強
二

寺
尾
電
工

吉
川　

和
子

富
田　

富
子

ソ
シ
オ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

　
　
　
　
　

坂
下　

え
い
子

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
が
や
き

有
明
町
長
生
会

村
上　

知
恵
子

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

高
畑　

勝
子

長
谷　

た
か
子

中
山　

優
子

大
野
市
明
社
協

中
川　

一
枝

山
形　

愛
子

ビ
ュ
ー
ト
（
理
・
美
容
）

ハ
ピ
ネ
ス

山
口　

忠
憲

㈲
生
田
設
備

山
下　

智
士

ベ
ル
ジ
ュ
ア
ダ
チ

辻　

和
子

山
﨑　

豊
子

川
端　

安
子

福
井
新
聞
北
販
売
店

幾
山　

よ
し
子

谷
口　

絹
子

弘
川
医
院

に
っ
こ
り
亭

㈲
加
藤
左
官
工
業

絵
手
紙　

ひ
よ
っ
こ
く
ら
ぶ

高
宮
写
真
館

㈲
真
栄
ガ
ラ
ス

山
下　

妙
子

京
福
バ
ス
旅
行
セ
ン
タ
ー

大
石　

敏
彦

明
石　

信
子

㈲
宮
本
国
文
堂

富
田　

美
津
子

萩
原　

勢
子

中
山　

笑
子

㈲
桜
井
板
金
工
業

橋
本　

久
子

田
中　

文
子

藤
田

齋
藤　

紀
子

道
の
駅　

大
野
三
昧

松
山　

学

森
口

山
本　

幸

ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
く
ら

佐
々
木　

峰
子

Ｊ
Ａ
福
井
県
大
野
南
支
店

九
頭
竜
森
林
組
合

増
田
板
金
工
業
所

松
田　

智
里

松
田　

早
也
香

加
藤　

絹
代

笹
嶋　

貞
一

笹
嶋　

こ
ず
え

歸
山　

夏
實

高
村　

は
つ
ゑ

高
村　

美
津
恵

木
林　

節
子

松
田　

安
雄

山
田　

正
幸

冨
士
根　

早
彩

清
水　

梨
沙

澤
江　

幸
子

篠
座
こ
ど
も
園

猪
野　

正
美

中
矢　

順
子

小
池　

博
子

松
田
病
院
キ
ラ
キ
ラ
の
里

富
田
公
民
館

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
ハ
ウ
ス　

　
　
　
　
　
　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

㈱
リ
ハ
ス
ポ
ッ
ト
わ
か
く
さ

佐
々
木
美
容
院

水
口　

悦
子

尾
崎　

富
美
子

松
田　

秀
雄

こ
だ
ま
衛
生
社

小
林　

恵
美
子

寿
司
芳

冨
田　

ユ
カ
リ

本
多　

道
代

川
端　

美
智
子

ポ
ル
タ
五
番
店

長
谷
川　

峰
生

あ
っ
た
か
ホ
ー
ム
さ
く
ら

山
田　

幸
子

野
村　

京
子

山
﨑　

與
作

ヒ
ロ
デ
ン　

廣
野
博
和

共
栄
電
機
㈱

河
本　

章
雄

稲
山　

正
明

佐
々
木　

サ
ヤ
子

宮
垣　

琴
音

栄　

竹
美

山
川　

し
げ
子

岡
田
木
材
㈱

誓
念
寺
こ
ど
も
園

誓
念
寺
中
野
こ
ど
も
園

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
井

㈱
清
水
設
備

乾　

礼
子

大
野
市
政
策
推
進
課

鈴
木　

浩
身

石
倉　

静
江

松
田　

和
香
那

脇
本　

小
代
子

原　

ひ
な
た

原　

旭

原　

ひ
よ
り

竹
田
家

齊
藤　

八
郎

窪
土　

次
男

羽
生　

弥
生

城
地　

佐
登
子

市
川　

幸
代

宮
西　

ツ
タ
子

山
本　

武
夫

本
多　

里
枝
子

塚
田　

京
子

三
橋　

静
枝

柳
原　

み
よ
子

利
内　

美
津
子

田
中　

敏
雄

谷
口　

ひ
ろ
子

中
村　

町
子

深
谷　

ト
ミ
エ

電
源
開
発　

九
頭
竜
寮

和
泉
支
所　

住
民
振
興
課

稲
郷　

清
子

吉
本　

征
一
郎

古
川　

茂
雄

匿
名　

二
十
一
名

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

次
回
発
行（
第
２
２
０
号
）は

１
月
１
日
の
予
定
で
す
。




